


























































































































イゴは lndigofera Suffruticosa I lndigofera Anil 
であり、日本本州に生ずるもの Poligonum Tinctor 
ium、インドに生ずるもの Indigofera Tinctorium、ま
た西アフリカのもの Lonchocarpus Cyanescens とは異
なる。 1770年頃には、北米東部には Indigofera Sufｭ


















民は Indigofera Suffruticosa、 lndigofera Tinctorｭ


































1821年、 サンタ フ ェ ・ トレイ ルが、ミズー リ州、フラ
ンクリン（現在のインディペンデンス）からニ ューメキ
シコ州、 サンタフ ェ間で開通し、 幌馬車によって北米中
部部と南西部が結ぼれる。 そ してヨ ーロ ッパ出身のアメ
リカ人により、 北米インディアンたちのテキスタイル、
特にナパホ族のものは、 商品価値を見いだされ、アメリ
カ東部にその市場を開拓する。 8）ま た1882年には、アト ラ








を用いてのテキスタ イ ル制作により 、その背景と なる文




のために創り出されてきた北米イ ンディアンたちに よ る 註
テキスタイ／レは、この時期大きな変化とピークを迎える 。 1 ) 1540年、フランシスコ ・ パスケス ・ デ ・ コロナドが北米南西部を
それ以前のデザイ ンは、ス ト ラ イ プを中心とする単純 探検する 。
明快なものが主体であり、色彩も羊毛の自然色をふんだ 1598年、ニューメキシコ地域の植民地化が、ファン ・ デ ・ オニ ャ
んに用い、大胆なインディコス ト ラ イ プの入ったチーフ テによりなされる。
ブランケットに代表されるように、 彼らの文化の中でイ 1610年、サンタ ・ フェが、植民地の首都として、統治者ベドロ ・
ンディゴはとても重要なもの と して扱われていた。 しか デ ・ ペラルタによって選定される。
し商品となったテキスタイルは、市場である白人文化の 1680年、サンタ ・ フェにおけるプエフeロインディアン部族による
志向を反映し、より複雑なデザインを次々に産みだす一 反乱が始まる。
方、手間のかかる手織り仕事には変わらないながらも 、 1696年、テ’ィエゴ・デ・バルガス将軍により、プエフブロインテFィ






1880年、ドイツの化学者アドルフ ・ ボン ・ バイヤーが ィゴ染色法は、その時期まだ彼らには知られていなかったとみる
人工的にインディゴをタールより抽出することに成功し、 のがふさわしいのではないか。 これに対して、スペイン軍の進出
1890年頃には、その染色法と入手方法の簡易さにおいて 後に生じたインディゴテキスタイルは、その素材である羊毛とイ




































ゴがポンド当たり 1 ドル10セ ントで売買されている。ちなみにコ
ーヒー、砂糖、ナツメグがそれぞれポンド当たり 10セ ント、 6 セ






Rita J. Adrosko, Natural Dyes and Haine DyeingDover, USA 
L.H. Bailey, The Standanl Cycloj)edia of Horticulture, USA 
Rita Buchanan, A Weaver's Garden, Interweave P, es, USA 
Mary-Rusel Colton, Ho/Ji Dyes, Museum of Northell Arizona 
Press, USA 
剤に、水飴、砂糖、酒、等をインディゴを発酵還元させるために Nora Fishier, SJ,anish. TextileTradition of New Mexico and 
用いる。 Colorado Museum of Internation, I Folk Art, 
USA 
6 ）天然染料には、 fjl.極で純黒を染めるものはほとんどなく、天然の
よ~J，羊毛（実際は泌iい焦げ茶色をしている）を更にインディゴで染 Kate Peck Kent, Navajo WeavingSchool of American 
めることによって、できるだけ鎮に近いものを得ていた。 Research, USA 
7)一般の天然染料は、それ自体を煮沸し染液とする。これに対して
インディゴは、そのピグメント抽出のためには、葉部を微生物に
PrehistoricTextiles of th.e Southwest, SAR, 
USA 
よ って腐敗分解させるプロセス（日本では、すくも造り、英語で Gladys Reichard, Navajo Shej)h.erd and Weaver, Rio Grande 
はcompost i ng という）を践まなければ基本的には染色できな Press, USA 
い。 これは、インディゴ染色の特異性の一つであり、その過程が
有機化学のカによるものであっても、それを人間の技術と感性に Gosta Sandberg, Indigo Textiles, A&C Black Ltd, U. K 
よって微妙にコントローノレすることで、その染料としての出来が
決定づけられるという重要なプロセスである。 Jun & Noriko Tomita, }aJりanese Ikat Weaving, U. K. 
8) 1896年ー1911年、ナパホ ・ ブランケットのカタログ販売が北米東 Leland C. Wyman, Southwest Indian DrypaintingSAR, USA 
海岸で行われた。
39 
Textile and Culture 
Indigo and its culture in the southwestern United States 
Kumiko Namba 
Indigo has been one of the most important dye-stuffs throughout the world for over four thousand years. 
The southwestern part of the Unit巴d States has kept the tradition of indigo-dyeing in textile art, from the 
Spanish heritage as well as from the North American Indians'. 
Though its original importance to native cultures is no longer strongly evident, we can stil observe its 
historic/ symbolic importance through the few remaining examples of indigo textiles. 
The multi-racial character of the United States has brought many diverse backgrounds and m巴thods to the 
development of the various indigo cultures thoughout the land. 
The soaring European empires which launched the colonization in the New World during the Era of New 
Discovery, and the northbound Spaniards from Central America in late 1500’s, cr巴ated the two main trade 
routes of indigo into North America. Because it was a valuable trade item, indigo was often used as a 
political and financial instrument; and with the spread of New Spain into what is the present southwestern 
United States this dye material became wid巴ly distributed throughout the region. 
The period of modernization that followed brought with itsuch wonders as synthetic dyes from coal tar, 
and railroads supplying a mas market for the new rich, etc. As a result of these and other 
transformations, the tradition and culture of indigo began to fade from contemporary life. Stil, many 
shades of indigo in the old textiles attract us with their rich and beautifully dyed blues, giving inspiration 
to a new generation to create a new phase of indigo history. 
(1994年10月 3 日受理）
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